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中
央
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
者
と
し
て
の
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ

マ
ル
ガ
リ
ー
タ
・
Ｉ
・
ヴ
ォ
ロ
ビ
ヨ
ヴ
ァ
＝
デ
シ
ャ
ト
フ
ス
カ
ヤ

※
本
稿
は
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
文
書
研
究
所
︵
ア
ジ
ア

博
物
館
︶
刊
行
の
論
文
集
﹃
セ
ル
ゲ
イ
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
オ
ル

デ
ン
ブ
ル
グ

─
学
者
・
学
術
研
究
の
組
織
者
﹄︵
モ
ス
ク
ワ
、
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
、
２
０
１
６
年
︶С

ергей Ф
едорович О

Л
ЬДЕН

БУ
РГ –

 
учены

й и организат
ор науки

︵М
осква: Н

аука – В
осточная 

литература, 2016

︶
に
掲
載
さ
れ
た
論
考 М

.И
. В

оробьева-
Д

есятовская, С
.Ф

. О
льденбург как исследователь буддийской 

культуры
 Ц

ентральной А
зии 

の
邦
訳
で
あ
る
。
な
お
︹　

︺
は
邦
訳

に
際
し
て
の
補
注
で
あ
り
、
適
宜
、
見
出
し
を
付
し
た
。

中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究
ロ
シ
ア
委
員
会
の
設
立

　

セ
ル
ゲ
イ
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
︹
一
八

六
三–

一
九
三
四
年
︺
は
、
十
九
世
紀
半
ば
か
ら
世
界
の
学
界
で

活
況
を
呈
し
て
い
た
中
央
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
の
研
究
に
き
わ

め
て
重
要
な
貢
献
を
な
し
た
。

　

中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
の
古
代
期
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
、
研

究
が
進
展
し
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。
現
存
す
る
中
国
と
チ

ベ
ッ
ト
の
年
代
記
や
古
文
書
、
あ
る
い
は
中
国
か
ら
東
ト
ル
キ

寄
稿
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ス
タ
ン
を
経
て
イ
ン
ド
に
赴
い
た
古
の
求
法
僧
の
手
記
に
よ
る

と
、
紀
元
後
数
世
紀
の
間
に
、
こ
の
地
は
、
仏
教
と
イ
ン
ド
文

化
の
全
面
的
か
つ
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た
。
九
世
紀
末
か
ら
、

タ
リ
ム
盆
地
は
テ
ュ
ル
ク
族
の
支
配
下
に
入
っ
た
が
、
十
一
世

紀
初
頭
に
な
る
と
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
オ
ア
シ
ス
の
ほ
ぼ
全

域

─
ホ
ー
タ
ン
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
、
ト
ル
フ
ァ
ン
、
ク
チ
ャ

─
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
普
及
し
た
。
十
七
世
紀
に
な
る
と
、

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
地
域
は
清
朝
の
統
治
下
に
置
か
れ
た
。
地

元
住
民
の
民
族
構
成
が
著
し
く
変
様
し
た
結
果
、
こ
の
地
域
の

古
来
の
歴
史
や
文
化
は
事
実
上
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

一
八
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
中
央
ア
ジ
ア
探
検
を
行
っ

た
Ｎ
・
Ｍ
・
プ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
リ
ス
キ
ー
は
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン

の
物
質
文
化
と
古
代
遺
跡
の
研
究
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と

に
着
目
し
た
一
人
で
あ
る
。
Ｇ
・
Ｅ
・
グ
ル
ム
グ
ル
ジ
マ
イ
ロ

及
び
Ａ
・
Ｇ
・
グ
ル
ム
グ
ル
ジ
マ
イ
ロ
の
調
査
団
も
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
を
踏
査
し
た
。
し
か
し
、
最
も
成
果
を
あ
げ
た
の
が
、

ロ
シ
ア
地
理
学
協
会
の
調
査
団
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
Ｇ
・

Ｎ
・
ポ
タ
ー
ニ
ン
︵
一
八
八
四–

五
年
︶、
Ｐ
・
Ｋ
・
コ
ズ
ロ
フ
︵
一

八
八
三
年
︶、
Ｍ
・
Ｖ
・
ペ
フ
ツ
ォ
フ
︵
一
八
八
九–

九
〇
年
︶、
Ｖ
・

Ｉ
・
ロ
ボ
ロ
フ
ス
キ
ー
︵
一
八
九
三–

九
五
年
︶、
Ｄ
・
Ａ
・
ク
レ

メ
ン
ツ
︵
一
八
九
八
年
︶
が
参
加
し
て
い
た
。
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン

の
オ
ア
シ
ス
に
は
太
古
か
ら
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
が
居

住
し
て
お
り
、
紀
元
後
数
世
紀
間
イ
ン
ド
文
化
と
仏
教
の
強
い

影
響
を
受
け
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ク
レ
メ
ン
ツ
が
古

代
イ
ン
ド
の
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
に
似
た
文
字
で
書
か
れ
た
仏

教
写
本
断
簡
を
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
運
び
込
ん
だ
際
、
未
知
の
文

化
を
研
究
し
記
述
す
る
と
い
う
重
要
な
課
題
が
ロ
シ
ア
の
学
者

の
前
に
現
れ
た
。
Ｆ
・
Ｉ
・
シ
チ
ェ
ル
バ
ツ
キ
ー
は
こ
う
論
じ

た
。﹁
か
く
も
豊
か
な
地
域
が
ロ
シ
ア
国
境
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る

以
上
、
そ
の
事
実
が
ロ
シ
ア
の
調
査
団
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た

以
上
、
そ
し
て
す
で
に
我
々
の
も
と
で
イ
ン
ド
学
研
究
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る
以
上
、
ロ
シ
ア
の
イ
ン
ド
学
者
に
あ
ら
ず
し
て
誰

が
そ
の
研
究
の
義
務
と
栄
誉
に
与
る
こ
と
が
で
き
よ
う
﹂

［Щ
ербатской 1935: 25-26

］。
こ
う
し
て
物
質
文
化
遺
産
の
研

究
と
写
本
の
蒐
集
・
発
掘
の
た
め
に
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お

け
る
歴
史
的
・
考
古
学
的
調
査
を
実
施
す
る
必
要
性
が
唱
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
［О

льденбург 1901: IX
-X

V
III

］。
ロ
シ

ア
領
事
の
Ｎ
・
Ｆ
・
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
も
ま
た
カ
シ
ュ
ガ
ル
か
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ら
発
信
し
た
書
簡
の
中
で
こ
の
こ
と
に
触
れ
て
い
た
。
彼
は
、

一
八
八
二
年
か
ら
一
九
〇
三
年
に
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
滞
在
し

な
が
ら
、
古
代
の
住
居
と
寺
院
の
廃
墟
を
発
見
し
、
現
地
住
民

か
ら
大
量
の
イ
ン
ド
系
文
字
の
写
本
を
蒐
集
し
て
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
に
発
送
し
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
ロ
シ
ア
政
府

が
調
査
団
の
組
織
化
を
急
い
で
推
し
進
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

一
八
九
九
年
に
ロ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
東
洋
学
者
国
際
会
議
に

お
い
て
、
Ｖ
・
Ｖ
・
ラ
ド
ロ
フ
は
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
出
土
の
遺

物
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
報
告
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な

出
来
事
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い

て
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
考
古
学
的
踏
査
に
関
す
る
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た
。
会
議
の
決
議
に
よ
っ
て
中
央
・
東
ア
ジ
ア
研

究
国
際
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
三
年
後
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で

の
第
十
三
回
東
洋
学
者
大
会
に
お
い
て
ロ
シ
ア
の
学
者
ら
が
立

案
し
た
協
会
の
定
款
案
が
検
討
さ
れ
た
。
大
会
は
定
款
案
を
承

認
し
、
歴
史
学
、
考
古
学
、
言
語
学
の
分
野
に
お
け
る
中
央
・

東
ア
ジ
ア
研
究
ロ
シ
ア
委
員
会
の
設
立
を
ラ
ド
ロ
フ
と
オ
ル
デ

ン
ブ
ル
グ
に
委
任
し
た
。
委
員
会
の
定
款
に
は
次
の
よ
う
に
記

載
さ
れ
た
。

中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究
ロ
シ
ア
委
員
会
は
次
の
目
的
を
有

す
る
：

ａ　

当
該
諸
国
に
現
存
す
る
有
形
物
及
び
精
神
遺
産
の
研

究
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
協
力
を
行
う
こ
と
、

ｂ　

地
元
の
関
係
者
及
び
機
関
と
の
不
断
の
通
信
に
よ
っ

て
、
ど
の
遺
跡
が
緊
急
調
査
を
必
要
と
し
、
ど
の
民
族
が

近
い
将
来
の
言
語
学
的
、
民
族
学
的
領
域
で
の
研
究
を
必

要
と
し
て
い
る
か
、
ま
た
同
様
に
科
学
の
た
め
の
保
全
を

必
要
と
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
⋮
、

ｃ　

当
該
諸
国
の
諸
民
族
の
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
関
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
共
同
研
究
を
行
い
、
か
つ
共
通
の
学
術
的
諸
課

題
に
関
す
る
検
討
を
行
う
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
、

ｄ　

す
べ
て
の
学
者
が
、
国
籍
の
如
何
を
問
わ
ず
、
委
員

会
の
活
動
す
る
地
域
に
お
い
て
今
後
の
学
術
研
究
に
参
加

で
き
る
よ
う
便
宜
を
図
る
こ
と
﹂［О

льденбург 1903: 

45

］。
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他
国
に
遅
れ
た
最
初
の
調
査

　

委
員
会
に
は
、
調
査
団
を
組
織
し
フ
ラ
ン
ス
語
で
報
告
書
を

出
版
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
た
。
委
員
会
の
最
初
の
指
導
部
に

は
、
ラ
ド
ロ
フ
、
Ｖ
・
Ａ
・
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
ー
、
Ｖ
・
Ｖ
・

バ
ル
ト
リ
ド
、
さ
ら
に
Ｌ
・
Ya
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
が
参
加

し
た
。

　

中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究
ロ
シ
ア
委
員
会
が
計
画
し
た
東
ト
ル

キ
ス
タ
ン
踏
査
は
、
Ｍ
・
Ｍ
・
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
が
ク
チ
ャ
に

出
発
し
た
一
九
〇
五
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
組
織
さ
れ
た
︵
詳
細

は
［В

ороьева-Д
есятовская 2008; Popova 2015

］
を
参
照
︶。
彼
の

調
査
は
一
九
〇
七
年
ま
で
続
い
た
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
一
九

〇
九–

一
〇
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
出
発

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
と
き
ま
で
に
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン

で
は
す
で
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
日
本
の
学
者
等
に
よ
る
探

険
隊
が
何
度
か
成
功
裏
に
踏
査
を
行
い
、
現
地
か
ら
、
写
本
や

塑
像
、
果
て
は
寺
院
や
僧
院
の
壁
か
ら
丸
ご
と
は
ぎ
取
っ
た
フ

レ
ス
コ
画
さ
え
運
び
出
し
て
い
た
。
い
か
な
る
国
際
協
定
も
歯

止
め
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
事
実
上
、
オ
ル
デ
ン
ブ

ル
グ
に
は
手
つ
か
ず
の
遺
跡
は
一
つ
と
し
て
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、

﹁
手
ぶ
ら
で
帰
国
﹂
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る

［Щ
ербатской 1935: 26

］。
し
か
し
、
最
初
の
調
査
を
行
う
以

前
に
、
す
で
に
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
、
他
の
ロ
シ
ア
の
調
査
団

が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
運
び
出
し
た
写
本
や
、
ペ
ト
ロ
フ
ス

キ
ー
が
発
送
し
た
写
本
の
記
録
や
解
読
、
学
術
刊
行
物
へ
の
紹

介
と
い
っ
た
膨
大
な
仕
事
を
行
っ
て
い
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
の
学
者
た
ち
が
入

手
し
た
写
本
は
、
ロ
シ
ア
で
見
つ
か
っ
た
写
本
と
同
じ
諸
言
語
、

同
じ
系
統
の
文
字
で
書
写
さ
れ
て
い
た
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
国
の

学
者
た
ち
の
前
に
そ
れ
ら
を
解
読
し
言
語
を
特
定
す
る
と
い
う

課
題
が
現
れ
た
。
そ
れ
に
取
り
組
む
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ロ

シ
ア
の
最
高
峰
の
学
者

─
イ
ン
ド
学
、
イ
ラ
ン
学
、
チ
ベ
ッ

ト
学
、
中
国
学
、
ト
ル
コ
学

─
の
代
表
が
動
員
さ
れ
た
。
古

文
書
と
言
語
を
特
定
す
る
研
究
に
は
、
ロ
シ
ア
の
学
者
の
中
か

ら
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
の
ほ
か
に
、
Ｎ
・
Ｄ
・
ミ
ロ
ノ
フ
と
Ａ
・

フ
ォ
ン
・
ス
タ
ー
ル
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
が
参
加
し
た
。
様
々

な
年
に
、
Ｐ
・
ペ
リ
オ
、
Ｅ
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
、
Ｌ
・
de
・

la
・
ヴ
ァ
レ
・
プ
ー
サ
ン
、
Ｅ
・
セ
ナ
ー
ル
、
Ｈ
・
リ
ュ
ー
ダ
ー
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ス
、
Ｆ
・
Ｗ
・
ト
ー
マ
ス
、
Ｒ
・
ヘ
ル
ン
レ
、
Ｓ
・
レ
ヴ
ィ
、

Ａ
・
マ
ス
ペ
ロ
、
Ｓ
・
コ
ノ
ウ
、
Ａ
・
Ｇ
・
フ
ラ
ン
ク
、
Ｈ
・

Ｗ
・
ベ
イ
リ
ー
、
Ｗ
・
Ｂ
・
ヘ
ニ
ン
グ
等
の
学
者
が
研
究
に
参

入
し
た
［B

ailey 1972: 99-110

］。

写
本
研
究

─
未
知
の
言
語
に
直
面

　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
、
一
八
八
〇
年
代
の
終
わ
り
に
ペ
ト
ロ

フ
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
カ
シ
ュ
ガ
ル
か
ら
発
送
さ
れ
た
写
本
一
葉

を
世
界
で
最
初
に
発
表
し
た
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
八
九
二
年

に
﹃
ロ
シ
ア
帝
国
考
古
学
協
会
東
洋
支
部
報
告
﹄
に
掲
載
さ
れ

た
［О

дьденбург 1893: 81-82, I табл.
］。
写
本
の
文
字
は
オ

ル
デ
ン
ブ
ル
グ
に
よ
っ
て
斜
体
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
と
特
定
さ

れ
た
。
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
の
こ
の
書
体
は
そ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
で
は
、
イ
ン
ド
の
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文

字
で
書
か
れ
た
写
本
断
簡
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
て
い
た
。
中

央
ア
ジ
ア
で
は
イ
ン
ド
の
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
は
現
地
の
諸
言

語
で
使
わ
れ
、
か
つ
二
種
類
の
書
体
が
用
い
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、

一
つ
は
中
央
ア
ジ
ア
系
直
立
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
で
、
カ
シ
ュ

ガ
ル
と
ホ
ー
タ
ン
で
発
見
さ
れ
た
写
本
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ

は
、
中
央
ア
ジ
ア
系
斜
体
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
で
あ
り
、
こ
れ

は
明
ら
か
に
北
方
オ
ア
シ
ス
の
ト
ル
フ
ァ
ン
と
ク
チ
ャ
で
広
ま

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
写
本
の
解
読

に
成
功
し
、
そ
れ
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
な
く
、
未
知
の
言
語

で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
究
明
し
た
。
一
八
九
二–

九

三
年
の
冬
、
彼
は
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
か
ら
百
葉
以
上
の
写
本
と

ク
チ
ャ
、コ
ル
ラ
、ア
ク
ス
ー
出
土
の
写
本
断
簡
を
受
け
取
っ
た
。

そ
れ
ら
の
中
に
は
、
紙
本
と
樺
皮
写
本
が
あ
っ
た
。
オ
ル
デ
ン

ブ
ル
グ
は
、
写
本
資
料
を
化
学
分
析
に
出
し
︵
紙
の
成
分
は
主
に

中
国
産
桑
と
他
の
地
域
の
灌
木
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
︶、
写
本

の
様
式
︵
イ
ン
ド
の
貝
葉
形
︶
を
記
録
し
た
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ

は
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
か
ら
受
け
取
っ
た
写
本
を
一
八
九
三
年
か

ら
一
九
〇
三
年
ま
で
、﹃
ロ
シ
ア
帝
国
考
古
学
協
会
東
洋
支
部
報

告
﹄
で
定
期
的
に
発
表
し
た
。
そ
の
多
く
の
部
分
が
テ
キ
ス
ト

の
ロ
ー
マ
字
版
と
写
真
版
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
写
本
の
中

の
若
干
の
も
の
だ
け
が
内
容
の
比
定
に
成
功
し
た
。
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
学
者
た
ち
も
、
彼
ら
が
自
由
に
で
き
る
か
な
り
の 

量
の
写
本
を
自
分
た
ち
の
発
見
物
と
し
て
発
表
し
始
め
た
。 

ロ
シ
ア
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
、
同
一
写
本
の
別
の
部
分 
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や
、
時
に
は
同
じ
内
容
の
写
本
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ 

っ
た
。

　

写
本
に
使
わ
れ
た
言
語
に
関
し
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

写
本
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
ほ
か
に
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

語
系
の
未
知
の
三
つ
の
言
語
で
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
含
ん
で

い
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。
お
も
に
ホ
ー
タ
ン
で
発
見
さ
れ
た

写
本
の
一
つ
は
東
イ
ラ
ン
語
に
比
定
さ
れ
、
ホ
ー
タ
ン
・
サ
カ

語
と
名
付
け
ら
れ
た
︵
古
来
、
ホ
ー
タ
ン
に
基
盤
を
築
き
上
げ
て
い

た
イ
ラ
ン
系
の
人
々
、
す
な
わ
ち
前
一
千
年
期
初
頭
乃
至
二
千
年
期
前

半
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
に
入
り
始
め
た
イ
ラ
ン
系
言
語
を
話
す
遊
牧
民
族

が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︶。
別
の

二
つ
の
言
語
は
ト
ル
フ
ァ
ン
、
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
、
ク
チ
ャ
の
各

オ
ア
シ
ス
地
域
に
広
ま
っ
て
い
た
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
が
一
八

九
二
年
に
発
表
し
た
写
本
は
、
こ
れ
ら
の
言
語
の
う
ち
の
一
つ

で
書
か
れ
て
い
た
。
翌
年
、
ヘ
ル
ン
レ
は
Ａ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
類
似
の
写
本
を
発
表
し
［H

oernle 1893: 

1-40

］、
他
方
、
Ｅ
・
ロ
イ
マ
ン
は
一
九
〇
〇
年
に
こ
れ
ら
を
再

版
す
る
と
と
も
に
、
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
写

本
一
つ
を
出
版
し
た
［Leum

ann 1900: 1-28, 2 табл.

］。
未
知

の
言
語
は
ト
カ
ラ
語
と
名
付
け
ら
れ
、
ト
カ
ラ
語
Ａ
︵
ト
ル
フ
ァ

ン
と
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
の
言
語
︶
と
し
て
表
記
さ
れ
、
ク
チ
ャ
出
土
の

写
本
の
言
語
は
、
ト
カ
ラ
語
Ｂ
ま
た
は
ク
チ
ャ
語
と
名
付
け
ら

れ
た
。
両
言
語
は
互
い
に
近
似
の
関
係
に
あ
り
、
異
な
る
方
言

で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ら
言
語
を
母
語
と
す
る
人
々
は

ト
カ
ラ
人
や
イ
ラ
ン
系
サ
カ
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
お
よ
そ
前
二

千
年
期
に
そ
れ
ぞ
れ
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
地
域
に
流
入
し
た
。

紀
元
後
数
世
紀
ま
で
は
、
ト
カ
ラ
人
も
サ
カ
人
も
、
お
そ
ら
く
、

文
字
を
も
た
な
い
人
々
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
の
歴
史
を
通
じ
て
イ
ン
ド
系
部
族
と
直
接
的
な
接

触
は
続
い
て
き
た
も
の
の
、イ
ン
ド
起
源
の
文
字
︵
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー

文
字
︶
が
彼
ら
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
仏
教
及
び
広
範
な
イ

ン
ド
文
化
の
流
入
に
と
も
な
っ
て
、
そ
れ
ら
を
記
述
す
る
た
め

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
写
本
の
言
語
の
特
定
、
文
書
の
解
読
、

そ
し
て
仏
典
や
そ
れ
以
外
の
作
品
の
比
定
に
お
い
て
著
し
い
貢

献
を
な
し
た
。
彼
の
著
作
物
に
は
﹃
ロ
シ
ア
帝
国
考
古
学
協
会

東
洋
支
部
報
告
﹄
で
発
表
さ
れ
た
次
の
テ
キ
ス
ト
類
が
あ
る
。

Ⅰ
─
テ
キ
ス
ト
一–

九
番
［О

льденбург 1894: 47-67, 2 
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табл.

］、
Ⅱ
─
テ
キ
ス
ト
十–

十
二
番
［О

льденбург 1899: 

207-264, 2 табл.

］、
Ⅲ
─
テ
キ
ス
ト
十
五–

十
九
番あ

［О
льденбург 1904: 0113-0122, 3 табл.

］。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ

は
、
一
八
九
七
年
発
行
の
同
誌
別
冊
に
お
い
て
、
カ
シ
ュ
ガ
ル

出
土
の
カ
ロ
ー
シ
ュ
テ
ィ
ー
文
書
樺
皮
写
本
の
写
真
を
発
表
し

た
［О

льденбург 1897

］。
こ
れ
は
、
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
語
に
よ

る
﹃
ダ
ル
マ
パ
ダ
︵D

harm
apada

︶﹄
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
彼
は
、

ロ
ー
マ
字
翻
字
と
ロ
シ
ア
語
訳
を
付
し
た
こ
の
写
本
テ
キ
ス
ト

の
出
版
を
計
画
し
、
将
来
に
向
け
て
準
備
を
行
っ
て
い
た
の
だ

が
、
そ
の
後
の
社
会
的
・
組
織
的
活
動
の
多
忙
が
そ
の
完
遂 

を
妨
げ
た
。
シ
チ
ェ
ル
バ
ツ
キ
ー
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
出
版 

に
つ
い
て
、
完
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
書
い
て
い
る

［Щ
ербатской 1935: 21

］。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
、﹃
ロ
シ
ア
帝

国
考
古
学
協
会
東
洋
支
部
報
告
﹄
に
全
部
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

写
本
お
よ
そ
四
〇
葉
と
複
数
の
断
簡
を
発
表
し
た
。
そ
れ
ら
は

異
な
る
内
容
の
二
十
四
の
作
品
で
あ
り
、
五
つ
は
未
特
定
と
し

て
発
表
さ
れ
た
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
、
自
身
の
発
表
の
ほ
か

に
、
外
国
で
発
表
さ
れ
た
著
作
物
の
紹
介
を
行
い
、
読
み
と
翻

訳
の
正
確
性
を
論
評
し
、
自
ら
の
修
正
案
を
提
示
し
、
さ
ら
に

各
国
が
所
有
す
る
同
一
写
本
の
各
部
分
を
統
合
す
る
必
要
性
を

強
く
説
い
た
［О

льденбург  1900: 028-036

］。
オ
ル
デ
ン
ブ

ル
グ
は
、
自
身
の
論
考
や
ス
ピ
ー
チ
の
な
か
で
、
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
将
来
の
す
べ
て
の
写
本
と
断
簡
が
、
個
別
の
シ
リ
ー
ズ
で
、

つ
ま
り
テ
キ
ス
ト
の
写
真
版
、
翻
字
、
解
読
、
ロ
シ
ア
語
訳
、

写
本
に
表
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
語
の
多

様
性
に
関
す
る
研
究
な
ど
に
分
け
て
出
版
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い
た
。
彼
が
こ
の
課
題
の
実
現

に
向
け
て
準
備
し
て
い
た
こ
と
は
、
写
本
用
の
書
類
入
れ
に
残

る
彼
の
メ
モ
書
き
が
証
明
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
ロ
シ
ア
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
文
書
研
究
所
に
あ
る
膨
大
な
翻
字
資
料
入

れ
の
中
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

ト
カ
ラ
語
テ
キ
ス
ト
の
研
究
に
は
、
ミ
ロ
ノ
フ
も
参
加
し
た
。

彼
は
、
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、﹃
ダ
ル
マ
パ

ダ
﹄
の
テ
キ
ス
ト
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
ク
チ
ャ
語
で
併
記
さ

れ
た
、
ク
チ
ャ
出
土
写
本
断
簡
を
発
表
し
た
［М

иронов 1910: 

547-562

］。
こ
れ
ら
の
問
題
に
は
、
ト
カ
ラ
語
に
関
す
る
論
争
に

加
わ
っ
た
Ａ
・
フ
ォ
ン
・
ス
タ
ー
ル
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
が
関

心
を
示
し
た
［Staёl-H

olstein 1909: 482-484

］。



129

「東洋学術研究」第56巻第２号

中央アジア仏教文化研究者としてのオルデンブルグ

第
一
次
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
調
査

　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
へ
の
自
身
の
調
査

の
準
備
を
行
い
な
が
ら
、
す
で
に
研
究
者
た
ち
が
手
に
し
て
い

た
資
料
の
文
献
言
語
学
︵
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
ー
︶
的
研
究
の
重
要
性
を

強
調
し
た
。
そ
の
際
、
彼
は
調
査
地
に
お
け
る
出
土
遺
物
の
大

量
さ
と
新
奇
さ
に
よ
っ
て
、﹁
遺
跡
の
研
究
に
取
り
か
か
っ
た
も

の
の
、
あ
た
か
も
、
影
た
ち
だ
け
が
動
い
て
い
る
舞
台
を
見
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
こ
に
は
私
た
ち
が
理
解
で
き
る
思
想
、

感
情
を
も
っ
た
生
き
た
人
間
の
存
在
は
な
か
っ
た
⋮
﹂
と
い
う

気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
た
と
書
い
て
い
る
［О

льденбург 1918: 

2054

］。
彼
は
常
に
文
献
言
語
学
を
第
一
義
に
お
い
て
い
た
。
従

っ
て
、
彼
の
考
古
学
調
査
の
日
誌
が
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
残
っ

て
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
、
一
九
〇
九
年
、
中
央
・
東
ア
ジ
ア
研

究
ロ
シ
ア
委
員
会
の
資
金
に
よ
る
調
査
団
を
率
い
て
、
東
ト
ル

キ
ス
タ
ン
ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
調
査
団
に
は
写
真

家
で
画
家
の
Ｓ
・
Ｍ
・
ド
ゥ
デ
ィ
ン
と
測
量
技
師
Ｎ
・
Ａ
・
ス

ミ
ル
ノ
フ
の
参
加
も
受
け
入
れ
た
。
踏
査
は
、
カ
ラ
シ
ャ
フ
ル

─
ト
ル
フ
ァ
ン
─
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
─
コ
ル
ラ
─
ク
チ
ャ
─
バ
イ

─
ア
ク
ス
ー
─
ウ
チ
・
ト
ル
フ
ァ
ン
─
カ
ル
ピ
ン
─
マ
ラ
ル
バ

シ
─
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
経
路
で
行
わ
れ
た
［
中
央
・
東
ア
ジ
ア
研

究
ロ
シ
ア
委
員
会
記
録
］。

　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
が
最
初
に
足
を
踏
み
入
れ
た
時
か
ら
、﹁
学

者
た
ち
は
み
な
す
で
に
ベ
ル
リ
ン
に
い
て
、
新
し
い
資
料
に
む

さ
ぼ
り
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
の
に
、
何
の
た
め
に
彼
は
ト
ル

キ
ス
タ
ン
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
の
か
﹂
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
［Щ

ербатской 1935: 26

］。
現
地
は
、
考
古
学
的
観

点
か
ら
は
何
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
調
査
は
﹁
実
地
踏

査
の
よ
う
な
も
の
﹂、
も
っ
と
言
え
ば
、﹁
よ
い
結
果
は
出
そ
う

に
な
い
実
地
踏
査
の
よ
う
な
も
の
﹂
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
な

お
、
全
経
路
に
沿
っ
て
研
究
対
象
遺
跡
の
総
合
的
調
査
が
行
わ

れ
た
。
平
面
測
量
調
査
、
写
真
撮
影
、
ス
ケ
ッ
チ
︵
素
描
︶、
詳

細
な
記
録
な
ど
で
あ
る
。
調
査
団
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
資

料
は
、
今
も
未
発
表
の
ま
ま
で
あ
る
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
短

い
略
報
告
だ
け
を
発
表
し
た
［О

льденбург 1914

］。
調
査
団
は

す
で
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
探
検
隊
が
地
図
に
記
録
し
た
様
々
な
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考
古
学
的
遺
跡
の
平
面
図
、
写
真
、
描
画
、
ト
レ
ー
ス
図
か
ら

な
る
膨
大
な
資
料
を
持
ち
帰
っ
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
重
要
な

学
術
的
価
値
を
有
し
て
い
る
。
当
時
発
見
さ
れ
た
ば
か
り
で
、

ま
だ
崩
壊
し
て
お
ら
ず
、
完
全
に
は
盗
掘
さ
れ
て
い
な
い
遺
跡

で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
研
究
の
初
期
段
階
を
記
録
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
状
態
の
良
い
塑
像
や
フ
レ
ス
コ
画
は
す
べ

て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
運
び
出
さ
れ
、
遺
跡
そ
の
も
の
の
完
全
な

記
録
文
書
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
発
表

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
学
者
た
ち
が
本
格
的
な
発
掘
を
行
わ
ず
、
地
表
で
の
採
集

だ
け
を
行
い
、
石
窟
や
寺
院
の
平
面
図
を
作
成
せ
ず
、
専
ら
写

本
だ
け
を
探
し
回
っ
た
こ
と
を
、
た
び
た
び
指
摘
し
た
。
彼
ら

の
調
査
で
は
一
大
発
見
を
露
骨
に
追
い
求
め
る
風
潮
が
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
荒
ら
さ
れ
た
遺
跡
に
つ
い
て
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
調

査
団
が
な
し
た
研
究
成
果
は
、
今
に
至
る
ま
で
そ
の
意
義
は
失

わ
れ
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
日
、
国
立
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美

術
館
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
文
書
館
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支

部
、
同
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
文
書
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る

資
料
は
速
や
か
に
出
版
を
行
う
価
値
を
有
し
て
い
る
。
エ
ル
ミ

タ
ー
ジ
ュ
の
研
究
員
は
、
そ
れ
ら
の
出
版
に
向
け
た
準
備
を
開

始
し
た
︵
実
際
は
、
若
干
遅
れ
て
い
る
︶。
最
初
の
刊
行
物
﹃
シ
ク

シ
ン
﹄
は
Ｎ
・
Ｖ
・
デ
ィ
ヤ
コ
ノ
ヴ
ァ
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
、

公
刊
さ
れ
た
［Д

ьяконова 1995

］。﹃
ト
ル
フ
ァ
ン
﹄﹃
ク
チ
ャ
﹄

﹃
ベ
ゼ
ク
リ
ク
﹄
と
い
っ
た
続
い
て
の
刊
行
に
向
け
た
作
業
は
、

残
念
な
が
ら
、
彼
女
の
逝
去
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

第
二
次
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
調
査

　

一
九
一
四–

一
五
年
に
実
施
さ
れ
た
ロ
シ
ア
第
二
次
東
ト
ル

キ
ス
タ
ン
調
査
に
あ
た
り
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
あ
ら
か
じ
め

別
の
や
り
方
を
準
備
し
た
。
彼
は
、
自
分
で
一
つ
の
遺
跡
の
調

査
を
予
定
し
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
文
献
資
料
で
よ
く
知
ら

れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
調
査
団
が
研
究
を
行
い
、
学
術
研
究
で
﹁
千

仏
洞
﹂
と
名
づ
け
ら
れ
た
莫
高
窟
で
あ
っ
た
︵
中
国
語
でQ

iān Fó 

D
òng

：
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
自
身
の
日
記
に
﹁
チ
ャ
ン
・
フ
ォ
・
ド
ゥ

ンЧан-фо-дун

﹂
と
書
い
た
︶。
遺
跡
は
︵
中
国
︶
甘
粛
省
敦
煌
市

近
郊
に
位
置
し
て
い
た
。
遺
跡
の
総
合
的
記
録
と
研
究
を
目
指

し
た
調
査
団
の
目
的
に
関
し
て
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
、
現
在

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
備
忘
録
に
次
の
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よ
う
に
書
き
と
め
た
。﹁
中
国
及
び
中
国
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
仏

教
芸
術
遺
跡
の
編
年
を
特
定
す
る
た
め
の
確
固
た
る
根
拠
を
見

つ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
芸
術
の
多
種
の
様
式
の
特
徴
づ
け

を
行
う
た
め
に
十
分
な
資
料
を
蒐
集
す
る
こ
と
﹂
とい
。

　

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
考
古
学
者
と
は
異
な
り
、
オ
ル
デ
ン

ブ
ル
グ
は
、
仕
事
上
の
厳
格
な
る
原
則
を
遵
守
し
て
い
た
。
す

な
わ
ち
、
調
査
対
象
の
い
か
な
る
破
壊
も
行
わ
な
い
こ
と
、
壁

か
ら
何
も
は
が
さ
な
い
こ
と
、
フ
レ
ス
コ
画
を
取
り
外
さ
な
い

こ
と
、
塑
像
を
運
び
出
さ
な
い
こ
と
、
す
べ
て
を
写
真
に
収
め
、

ス
ケ
ッ
チ
し
、
ト
レ
ー
ス
し
、
記
録
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
、

持
ち
出
す
の
は
自
然
に
経
年
劣
化
し
た
も
の
や
、
先
行
す
る
調

査
団
が
捨
て
た
も
の
だ
け
に
限
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
調
査
団

に
は
、
第
一
級
写
真
家
で
芸
術
家
の
Ｓ
・
Ｍ
・
ド
ゥ
デ
ィ
ン

［О
льденбург 1930: 341-358

］、
画
家
Ｖ
・
Ｓ
・
ビ
ル
ケ
ン
ベ

ル
グ
、
測
量
技
師
Ｎ
・
Ａ
・
ス
ミ
ル
ノ
フ
、
地
理
学
者
Ｂ
・
Ｆ
・

ロ
ム
ベ
ル
グ
が
参
加
し
た
。
こ
の
調
査
団
の
資
料
は
、
オ
ル
デ

ン
ブ
ル
グ
の
第
一
次
調
査
団
の
資
料
と
同
じ
く
、
ご
く
僅
か
し

か
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
三
本
の
小
論
考

を
発
表
し
た
だ
け
だ
っ
た
［О

льденбург 1921; 1922; 1925

］。

二
本
の
論
考
︵
個
別
的
問
題
に
関
す
る
も
の
︶
を
、
ド
ゥ
デ
ィ
ン
が

発
表
し
た
。
日
誌
と
石
窟
の
記
録
に
関
し
て
は
、
長
く
発
表
さ

れ
な
か
っ
た
。
国
立
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
に
保
管
さ
れ
て

い
る
資
料
に
基
づ
い
て
、
Ｎ
・
Ｖ
・
デ
ィ
ヤ
コ
ノ
ヴ
ァ
は
二
本

の
小
論
考
を
発
表
し
た
。
一
つ
は
具
体
的
問
題
︵
敦
煌
出
土
織
物
︶

を
取
り
上
げ
、
も
う
一
つ
は
概
説
的
内
容
で
あ
る
［Д

ьяконова 

1947: 445-470

］。
こ
の
調
査
団
が
関
係
す
る
す
べ
て
に
何
ら
か

の
宿
命
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
世
代
の

学
者
た
ち
に
よ
る
団
の
記
録
さ
え
一
九
九
三
年
ま
で
公
刊
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
二
本
の
論
考
を
紹
介
し
て
お

こ
う
。
一
九
五
〇
年
代
初
頭
に
完
成
し
た
Ｐ
・
Ｅ
・
ス
カ
チ
コ

フ
の
﹁
ロ
シ
ア
・
ト
ル
キ
ス
タ
ン
調
査
団　

一
九
一
四–

一
九

一
五
年
﹂［С

качков 1993: 313-320

］
と
、
そ
の
論
考
を
正
し

た
Ｌ
・
Ｎ
・
メ
ン
シ
コ
フ
の
﹁
ロ
シ
ア
・
ト
ル
キ
ス
タ
ン
調
査

団　

一
九
一
四–

一
九
一
五
年
の
資
料
の
研
究
の
た
め
に
﹂

︵［М
еньш

иков 1993а: 321-331

］：
よ
り
詳
細
な
概
説
は
以
下
を
参
照

せ
よ
［П

опова 2008: 158-175

］︶。
調
査
団
の
行
路
と
団
員
に
課
せ

ら
れ
た
具
体
的
課
題
に
関
し
て
、
ス
カ
チ
コ
フ
は
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。﹁
石
窟
全
体
の
正
確
な
平
面
図
、
石
窟
の
各
階
毎
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の
平
面
図
、
断
面
図
、
正
面
図
を
作
成
し
、
遺
物
の
写
真
撮
影

を
行
い
、
最
も
重
要
な
作
品
を
模
写
し
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら

れ
た
計
画
に
基
づ
き
、
可
能
な
限
り
石
窟
の
よ
り
詳
細
な
記
録

を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
調
査
団
の
経
路
は
チ
ュ
グ

チ
ャ
ク
─
グ
チ
ェ
ン
─
ウ
ル
ム
チ
─
ア
ン
シ
─
ハ
ミ
─
チ
ャ

ン
・
フ
ォ
ド
ン
︵
敦
煌
の
﹁
千
仏
洞
﹂︶
で
あ
り
、
復
路
で
は
敦
煌

を
通
過
し
、
柳
園
経
由
で
ハ
ミ
に
戻
っ
た
﹂［С

качков 1993: 

315

］。

　

調
査
団
は
一
九
一
四
年
五
月
二
〇
日
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
出

発
し
、
八
月
十
五
日
に
﹁
千
仏
洞
﹂
に
到
着
し
た
。
石
窟
の
記

録
に
三
カ
月
を
費
や
し
た
。
そ
の
際
、
調
査
団
は
石
窟
に
新
た

に
番
号
を
付
す
こ
と
は
せ
ず
、
一
九
〇
八
年
作
成
の
ペ
リ
オ
の

平
面
図
に
記
さ
れ
た
窟
番
号
に
準
ず
る
こ
と
に
決
め
た
︵
ペ
リ
オ

が
作
成
し
た
莫
高
窟
の
記
録
は
後
年
、
発
表
さ
れ
た
［Pelliot 1920-

1924

］。
ペ
リ
オ
の
敦
煌
滞
在
の
後
に
開
放
さ
れ
た
三
つ
の
石
窟
は
、
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
と
標
示
さ
れ
た
︶。
記
録
作
成
後
、
石
窟
の
壁
画
の
細
部
に

わ
た
る
調
査
、
写
真
撮
影
、
粗
描
、
壁
画
の
ト
レ
ー
ス
等
の
作

業
が
行
わ
れ
た
［С

качков 1993: 316-317

］。
石
窟
内
の
残
骸

の
清
掃
や
床
面
の
部
分
的
発
掘
の
際
に
、
時
間
と
と
も
に
自
然

崩
落
し
た
壁
画
断
片
や
塑
像
断
片
、
古
写
本
断
簡
が
発
見
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
入
念
に
収
集
、
梱
包
さ
れ
て
、
ペ
ト

ロ
グ
ラ
ー
ド
︹
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
︺
に
届
け
ら
れ
た
。
オ
ル

デ
ン
ブ
ル
グ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ノ
ー
ト
に
は
写
本
の
発
見
に
つ

い
て
記
録
さ
れ
て
い
たう
。
写
本
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
及
び
修
復
の

後
、
ロ
シ
ア
の
学
者
ら
に
提
供
さ
れ
た
が
、
五–

十
一
世
紀
に

わ
た
る
お
よ
そ
二
万
点
の
中
国
語
の
写
本
断
簡
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
幾
つ
か
の
断
簡
と
約
二
百
巻
の
写
本
は
地
元
住
民

か
ら
購
入
さ
れ
たえ
。
現
在
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古

文
書
研
究
所
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
三
八
六
巻
の
完
全
な
写
本

が
存
在
す
る
。
敦
煌
将
来
写
本
の
研
究
は
ロ
シ
ア
に
お
い
て
、

一
九
一
〇
年
代
後
半
に
始
ま
る
が
、
体
系
的
研
究
は
一
九
五
七

年
以
降
に
行
わ
れ
た
。
Ｌ
・
Ｎ
・
メ
ン
シ
コ
フ
が
率
い
た
研
究

班
は
﹃
中
国
敦
煌
写
本
総
録
﹄［О

писание Д
уньхуанского 

фонда 1963; 1967

］
二
巻
本
を
公
刊
し
た
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ

調
査
団
に
よ
る
敦
煌
出
土
資
料
に
つ
い
て
の
研
究
論
考
は
、
メ

ン
シ
コ
フ
作
成
の
目
録
に
よ
る
と
、
お
よ
そ
百
三
十
タ
イ
ト
ル

に
上
る
［М

еньш
иков 1993б: 344-355

］。

　

ロ
シ
ア
第
二
次
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
調
査
は
一
九
一
五
年
一
月



133

「東洋学術研究」第56巻第２号

中央アジア仏教文化研究者としてのオルデンブルグ

ま
で
続
け
ら
れ
た
。
す
べ
て
の
作
業
が
第
一
次
世
界
大
戦
の
開

始
に
よ
っ
て
中
止
に
な
っ
た
。
一
九
一
七
年
の
十
月
革
命
後
、

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
学
術
研
究
の
改
革
と
い
う
新
た
な
課
題

が
提
起
さ
れ
、
そ
の
組
織
化
の
業
務
に
よ
っ
て
、
オ
ル
デ
ン
ブ

ル
グ
は
忙
殺
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
が
二
十
年
近
く
周
到
に

準
備
し
て
き
た
、
調
査
団
資
料
の
発
表
に
向
け
た
仕
事
か
ら
遠

ざ
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
多
く
の
国
の
学
者
た
ち
が
こ
れ
ら
の

資
料
の
発
表
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
そ
れ

ら
の
出
版
に
つ
い
て
外
国
か
ら
何
度
も
勧
め
ら
れ
た
が
断
り
続

け
た
。
今
振
り
返
る
と
、
そ
れ
ら
が
出
版
さ
れ
て
い
れ
ば
、
明

ら
か
に
、
Ａ
・
ス
タ
イ
ン
の«Ancient K

hotan»
︵﹃
古
代
コ
ー
タ

ン
﹄︶
や«Innerm

ost Asia»

︵﹃
極
奥
ア
ジ
ア
﹄︶
に
劣
ら
ぬ
国
際
的

評
価
を
得
た
で
あ
ろ
う
。

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
の
研
究
資
料

　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
写
本
の
ほ
か
に
今
日
国
立
エ
ル
ミ
タ
ー

ジ
ュ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
遺
物
と
仏
教
美
術
品
を
ロ

シ
ア
に
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
は
壁
画
、
塑
像
、
織
物
の
一
部

で
あ
り
、
仏
教
儀
礼
用
具
で
あ
る
︵
詳
細
は
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
文
書
館
保
管
の
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
に
よ
る
報
告
書
草
稿
に
あ
るお︶。

そ
れ
ら
は
修
復
さ
れ
、
部
分
的
に
は
復
元
さ
れ
て
い
る
。
資
料

は
断
片
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敦
煌
で
研
究
し
て
き
た

ペ
リ
オ
が
、
こ
れ
ら
の
展
覧
会
を
観
て
、
そ
の
価
値
に
文
字
通

り
驚
愕
し
た
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
［Щ

ербатской 1935: 

23

］。
こ
れ
ら
の
遺
物
を
基
に
し
た
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
芸
術
の
研

究
に
は
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
の
研
究
員
た
ち
が
従
事
し

て
き
た
。
同
美
術
館
の
古
文
書
館
に
も
、
ロ
シ
ア
第
二
次
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
調
査
団
に
属
す
る
、
二
千
点
の
写
真
、
ネ
ガ
、
粗

描
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
、
ド
ゥ
デ
ィ
ン
、
ロ
ム
ベ
ル
グ
、
ス
ミ
ル

ノ
フ
の
旅
行
記
録
は
、
調
査
団
の
記
録
文
書
の
重
要
な
部
分
を

構
成
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
文
書

館
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
に
保
管
さ
れ
て
い
る
︵ф. 

208
︶。

　

一
九
三
八
年
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
常
任
委
員
会
は
、︹
生
前
に
︺

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
が
作
成
し
た
石
窟
の
記
録
の
出
版
準
備
の
た

め
に
資
金
を
割
り
当
て
た
。
シ
チ
ェ
ル
バ
ツ
キ
ー
が
作
業
の
先

頭
に
立
っ
た
。
彼
の
指
導
に
基
づ
い
て
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
の
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未
亡
人
、
Ｅ
・
Ｇ
・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
タ
イ
プ
印
刷
に
回
す

た
め
の
手
稿
を
準
備
し
、
記
録
の
不
明
箇
所
に
関
し
て
は
Ｏ
・

Ａ
・
ク
ラ
ウ
シ
ュ
が
解
読
し
た
。
画
家
の
Ｍ
・
Ｃ
・
ハ
ル
ト
ゥ
ー

リ
ン
が
平
面
図
と
絵
を
模
写
し
た
［С

качков 1993: 318

］。
タ

イ
プ
さ
れ
た
原
稿
は
﹁
ノ
ー
ト
六
冊
分
﹂︵
六
つ
の
フ
ォ
ル
ダ
ー
、

計
八
三
四
枚
︶
に
及
ん
だ
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
夫
人
は
調
査
団
資

料
︵
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
所
蔵
︶
を
閲
読
し
、
写
真
と
ネ
ガ
︵
お

よ
そ
二
千
点
︶
を
六
冊
の
ノ
ー
ト
毎
に
整
理
し
た
︵
写
真
番
号
は
各

ノ
ー
ト
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
︶。
タ
イ
プ
さ
れ
た
原
稿
は
二

度
、
手
稿
と
照
合
さ
れ
た
。

　

記
録
文
書
は
精
密
な
構
成
で
編
成
さ
れ
た
。
石
窟
の
様
々
な

場
所

─
入
口
近
く
、
窟
頂
︵
天
井
︶、
壁
︵
入
口
の
左
右
の
壁
︶、

壁
龕

─
に
配
置
さ
れ
て
い
た
す
べ
て
の
塑
像
と
フ
レ
ス
コ
画

は
、
数
字
と
文
字
で
標
記
さ
れ
、
各
石
窟
の
記
録
に
は
表
記
の

統
一
が
図
ら
れ
た
。
す
べ
て
の
図
像
は
様
式
と
彩
色
に
基
づ
い

て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
暫
定
的

結
論
が
示
さ
れ
た
。
多
く
の
図
像
と
塑
像
に
つ
い
て
仏
教
上
の

い
か
な
る
聖
像
な
の
か
比
定
が
な
さ
れ
、
詳
細
に
記
録
さ
れ
た
。

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
の
記
録
に
よ
っ
て
調
査
の
初
期
に
お
け
る
石

窟
の
概
観
を
復
元
で
き
る
。
そ
の
時
代
以
降
、
敦
煌
で
は
す
べ

て
が
変
貌
し
て
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
の
調
査
団
の
後
、
多
く
の

図
像
と
塑
像
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
加

え
て
遺
物
は
地
元
住
民
が
石
窟
と
そ
の
物
資
を
長
期
間
に
わ
た

っ
て
利
用
し
た
こ
と
で
失
わ
れ
た
。

　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
、
考
古
学
者
た
ち
が
イ
ン
ド
や
中
央
ア

ジ
ア
で
発
見
し
た
遺
跡
を
基
礎
資
料
と
し
て
、
仏
教
芸
術

─

塑
像
、
壁
画
、
図
像
学

─
の
研
究
の
た
め
に
多
く
を
成
し
遂

げ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
・
エ
フ
ロ
ン
百
科
事
典
︵
第
八
巻
、
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
、
一
八
九
二
年
刊
、
四
一
〇–

二
〇
頁
︶
に
収

載
さ
れ
た
論
考
﹁
仏
教
芸
術
﹂
を
含
め
、
通
算
し
て
芸
術
に
関

す
る
お
よ
そ
五
〇
本
の
論
文
が
彼
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

総
じ
て
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
の
研
究
は
、
伝
統
的
な
仏
教
の
観

点
か
ら
仏
教
図
像
を
精
密
に
調
査
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
つ

ま
り
、︹
如
来
像
・
菩
薩
像
等
の
︺
ポ
ー
ズ
や
印
相
、
持
物
、
配
置

な
ど
を
詳
述
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
考
古
学
者
が
中
央

ア
ジ
ア
地
域
の
仏
教
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
図
像
や
塑
像
、
あ

る
い
は
、
様
々
な
種
類
の
小
像
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
像
、
チ
ベ
ッ
ト
、

モ
ン
ゴ
ル
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
派
の
タ
ン
カ
︹
仏
教
画
の
掛
け
軸
︺
や
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図
像
に
つ
い
て
同
定
す
る
た
め
の
参
考
資
料
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
領
域
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
、
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
の
美
術
に
関
す
る
彼
の
研
究
が
と
り
わ
け
興
味
深
い
。
東

ト
ル
キ
ス
タ
ン
美
術
の
分
野
で
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
、
ロ
シ
ア

に
限
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
最
も
傑
出
し
た
専
門
家

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。

　

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
写
本
の
発
見
の
お
か
げ
で
、
か

つ
て
失
わ
れ
た
、
あ
る
い
は
漢
訳
や
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
で
し
か
現

存
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
聖
典
群
が

は
じ
め
て
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
テ
ュ
ル
ク
諸
語
に

よ
る
仏
教
写
本
も
発
見
さ
れ
た
。
発
見
さ
れ
た
諸
テ
キ
ス
ト
の

同
定
に
あ
た
り
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
や
漢
訳
の
仏
教
聖
典
が
広
く

利
用
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
も
写
本
や
木
版
の
形
で
し
か
存
在
し

な
か
っ
た
。
今
後
の
仏
教
研
究
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
言
語

─
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
中
国
語
あ
る
い
は
ウ
イ
グ
ル

語

─
に
よ
る
基
礎
的
な
仏
教
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
確
実
な

基
礎
知
識
を
必
要
と
し
、
時
に
は
そ
れ
ら
の
言
語
す
べ
て
の
知

識
が
直
ち
に
必
要
で
あ
る
。
同
内
容
の
テ
キ
ス
ト
の
異
言
語
へ

の
翻
訳
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
文
化
形
成
の
歴
史

を
、
様
々
な
専
門
家
が
研
究
す
る
道
が
拓
か
れ
た
の
で
あ
る
。

注︵
１
︶ N

o.13

とN
o.14

は
Ｓ
・
Ｆ
・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
が
後
に
発
表
を

予
定
し
て
い
た
２
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
た
め
省
か
れ
て
い
る
。

︵
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